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日本機械学会倫理規定の改訂について 
第85期（2007年度）理事会 

 日本機械学会では、1999年12月14日開催の評議員会に「日本機械学会倫理規定」の制定を上程し、これを承認いたしました。ま
た倫理規定の制定に併せ、本会細則第１条を「本会に入会する者は、定款第２条に掲げる目的並びに別に定める倫理規定に賛
同する者とする」とし、 会員の倫理規定への理解と支持を得るよう努めてまいりました。 
 その後、企業の不祥事や論文の捏造などが続発し、技術者の倫理が社会的によりいっそう厳しく求められるようになり、第84期
（2006年度）理事会は技 術倫理委員会（小野京右 委員長）に倫理規定見直しの要請を行いました。また編修理事会では別に「論
文投稿・校閲に関する倫理指針」を作成し、論文の捏造、盗用、二重投稿などに対処するための措置を加えた申し合わせを制定し
ました。 
 技術倫理委員会は日本学術会議声明「科学者の行動規範」や諸学会の倫理規定なども参考として、第84、85期における検討の
結果、倫理規定改訂案を理事 会へ提出いたしました。この改訂案は2007年10月2日の理事会承認後、会員各位からのご意見を
いただくため翌10月３日から11月２日まで本会ホーム ページにて意見受付公告を行った後、12月11日開催の評議員会に上程し、
承認を受けました。 
 新たな倫理規定では、従前の倫理規定制定後における社会の変化に伴う技術者への様々な要請に応えるため、３項「公正な活
動」、４項「法令の遵守」、 ９～１２項では知的財産権の尊重、環境への配慮、教育と啓発活動への寄与などを加えております。技
術者集団である本会は、社会の公器として人類の安全、健康、福祉の増進ならびに環境の保全などに重要な役割を果たすことが
期待されております。そこで、倫理規定により技術者である本会会員の行動に高い倫理性を 確立し，その社会的責務を果たす必
要があります．また，それは日本機械学会ならびにその会員が、日本および国際社会をリードし，その社会的地位と信頼を得るた
めの必要条件であります。 
 会員各位におかれましては倫理規定を充分ご理解の上、自らの行動が技術者として社会の信頼と期待を負託されていることを
強く自覚いただき、倫理規定に 沿った真摯な行動を通じて、日本機械学会会員として最善を尽くされることを希望いたします。 

日本機械学会技術倫理委員会  

日本機械学会倫理規定 

  日本機械学会倫理規定 

1999年12月14日 評議員会承認 
2007年12月11日 評議員会改訂承認 

(前文) 

本会会員は，真理の探究と技術の革新に挑戦し，新しい価値を創造することによって，文明 と文化の
発展および人類の安全，健康，福祉に貢献することを使命とする．また，科学技術が地球環境と人類
社会に重大な影響を与えることを認識し，技術専門 職として職務を遂行するにあたって，自らの良心
と良識に従う自律ある行動が，科学技術の発展と人類の福祉にとって不可欠であることを自覚し，社
会からの信 頼と尊敬を得るために，以下に定める倫理綱領を遵守することを誓う． 

(綱領)  

１．技術者としての社会的責任 

会員は，技術者としての専門職が，技術的能力と良識に対する社会の信頼と負託の上に成り 立つこ
とを認識し，社会が真に必要とする技術の実用化と研究に努めると共に，製品，技術および知的生産
物に関して，その品質，信頼性，安全性，および環境 保全に対する責任を有する．また，職務遂行に
おいては常に公衆の安全，健康，福祉を最優先させる． 

２．技術専門職としての研鑽と向上 

会員は，技術専門職上の能力と人格の向上に継続的に努める．自らの専門知識を，豊かな持 続的
社会の実現に最大限に活用し，公衆，雇用者，顧客に対して誠実に対応することを通じて，技術専門
職としての品位，信頼および尊敬を維持向上させること に努める． 

３．公正な活動 

会員は，立案，計画，申請，実施，報告などの過程において，真実に基づき，公正であるこ とを重視
し，誠実に行動する．研究・調査データの記録保存や厳正な取扱いを徹底し，ねつ造、改ざん、盗用
などの不正行為をなさず，加担しない．また科学技 術に関わる問題に対して，特定の権威・組織・利
益によらない中立的・客観的な立場から討議し，責任をもって結論を導き，実行する． 
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４．法令の遵守 

会員は，職務の遂行に際して，社会規範，法令および関係規則を遵守する． 

５．契約の遵守 

会員は，専門職務上の雇用者または依頼者の受託者、あるいは代理人として契約を遵守し， 職務上
知りえた情報の機密保持の義務を負う． 

６．情報の公開 

会員は，関与する計画と事業が人類社会や環境に及ぼす影響を予測評価する努力を怠らず， 公衆
の安全，健康，福祉を損なう，または環境を破壊する可能性がある場合には，中立性，客観性を保
ち，自己の良心と信念に従って情報を公開する． 

７．利益相反の回避 

会員は，自らの職務において，雇用者や依頼者との利益相反を生むことを回避し，利益相反 がある
場合には，説明責任と公明性を重視して，雇用者や依頼者に対し利益相反についての情報をすべて
開示する． 

８．公平性の確保 

会員は，人種，性，年齢，地位，所属，思想・宗教などによって個人を差別せず、個人の人 権と人格
を尊重する．また，個人の自由を尊重し，公平に対応する． 

９．専門職相互の協力と尊重 

会員は，他者と互いの能力の向上に協力し，専門職上の批判には謙虚に耳を傾け，不公正な 競争
を避けて真摯な態度で討論すると共に，他者の知的成果などの業績を正当に評価し，知的財産権を
尊重する． 

１０．研究対象，研究協力者などの保護 

会員は，研究協力者の人権，人格を尊重し，安全，福利，個人情報の保護等に配慮する．動 物など
に対しては，苦痛への配慮や生態系への影響を考慮し真摯な態度で扱う． 

１１．環境の整備 

会員は，不正行為を防止する公正な環境の整備・維持も重要な責務であることを自覚し，技 術者コミ
ュニティおよび自らの所属組織の職務環境を向上させる取り組みに積極的に参加する． 

１２．教育と啓発 

会員は，自己の専門知識と経験を生かして、将来を担う技術者・研究者の指導・育成に努め る．また
得られた知的成果を，解説，講演，書籍などを通じて公開に努め、人々の啓発に貢献する． 
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